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６
月
26
日
に
八
重
瀬
町
中
央
公
民
館
に

て
「
令
和
７
年
度 

八
重
瀬
町
区
長
会
・
支

え
合
い
委
員
会
合
同
連
絡
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
で
は
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
住
民
主
体
の
支
え
合
い

活
動
・
住
民
相
互
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
に
町
内
34
字
・
自
治
会
全
て
に
支
え

合
い
委
員
会
の
設
置
と
地
域
窓
口
相
談
員

を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
は
、

１
８
３
名
が
支
え
合
い
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
町
区
長
会
、
各
字
支
え
合
い

委
員
、
当
事
者
団
体
、
町
役
場
職
員
、
南

部
地
区
社
協
職
員
の
１
０
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
に
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議

会 

地
域
福
祉
部 

部
長 

伊
良
皆
和
弘
氏
を

お
招
き
し
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
」
に
つ
い
て
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
は

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
説

明
と
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
等
で
結
成
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
※「
チ
ー
ム
Ｙ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
」

が
登
壇
し
ま
し
た
。
当
団
体
が
結
成
さ
れ

た
経
緯
と
今
後
の
活
動
展
開
を
会
員
が

「
こ
れ
ま
で
支
え
ら
れ
て
き
た
私
達
が
地
域

福
祉
の
担
い
手
に
な
っ
て
地
域
貢
献
し
た

い
。」
と
報
告
し
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声

と
激
励
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
※
「
チ
ー
ム
Ｙ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
」

　
　

  

Ｐ
３
に
て
詳
細
）　

　
本
会
は
、
引
き
続
き
誰
も
が
安
心
し
て

暮
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地
域

住
民
、
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

～
誰
も
が
安
心
し
て
暮
せ
る
地
域
を
目
指
し
て
～

「
八
重
瀬
町
区
長
会
・
支
え
合
い
委
員
会
合
同
連
絡
会
」の
開
催

3
　 11火

地域窓口相談員委嘱状交付
（東風平　新垣 由加里氏）

「チーム YAESE」サプライズ登場「チーム YAESE」サプライズ登場

連絡会の様子連絡会の様子

支え合い委員長委嘱状交付
（世名城　野原 光男氏）

令和7年度

●私たちの地域に何ができるのか委員の方と話し合い行動をしていきたい。

●大人の居場所交流会からボランティア団体が発足し、
　 様々な企画を通じて地域づくりを行っていてとてもすごいなと感じた。

●各地区での活動取り組み紹介もあり、より地域全体が活発になると感じました。

●「支えられていた人が支える側に」この輪が広がっていくことが支え合いにつながると実感した。

● 地域の皆さんと一緒に八重瀬町の支え合いを実現しているのをみて、社協の役割を改めて考える
きっかけになりました。

●複雑な地域課題を細かく拾い上げ、実践的に活動を行っていることを知り、
　 また支援される方々が活動参加に繋がっていることに驚きました。

●チームＹＡＥＳＥの登場にほっこり＆涙が出ました。

《参加者の感想》

1 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



2

4

1

3

特集特集

「
人
と
人
、
人
と
地
域
、
地
域
と
社
会
資
源
を
つ
な
げ
る
」

「
人
と
人
、
人
と
地
域
、
地
域
と
社
会
資
源
を
つ
な
げ
る
」

『
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

  （
Ｓ
Ｃ
）っ
て
な
ぁ
に
？
』

こ
ど
も
た
ち
へ笑
顔
の
お
く
り
も
の

も
の
づ
く
り
で

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
る

　
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
Ｓ
Ｃ
）と
は
、
高
齢

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
地
域
で
支
え
合
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
人
の

こ
と
で
す
。

　
４
月
４
日（
金
）、
地
域
の
方（
90
代
）
が
、
お
米
の

箱
を
長
方
形
に
切
り
抜
き
、
ゴ
ム
の
力
で
飛
ば
し
て

遊
ぶ
「
ペ
タ
ン
コ
」
と
段
ボ
ー
ル
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋

で
作
っ
た
音
の
な
る
お
も
ち
ゃ
「
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
」
を
、

第
２
ぐ
し
か
み
保
育
園
と
ぐ
し
か
み
こ
ど
も
園
へ
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
段
ボ
ー
ル
や
ペッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き
容
器
な
ど
の
素
材

を
活
か
し
て
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
安
全
に
遊
べ
る

よ
う
、
日
々
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧

に
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。「
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
喜
ん

で
も
ら
え
る
か
」
を
考
え
、
自
宅
に
あ
る
作
業
場
で

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
そ
の
時
間
が
、
健
康
の
秘
訣

で
も
あ
る
と
、
明
る
い
笑
顔
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　
寄
贈
を
受
け
た
園
で
は
、
さ
っ
そ
く
子
ど
も
た
ち
が

「
ペ
タ
ン
コ
」
で
遊
び
始
め
、
園
内
に
は
歓
声
と
笑
顔
が

広
が
り
ま
し
た
。
遊
び
を
通
し
て
地
域
の
温
か
さ
を
感

じ
る
、
素
敵
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
在
住
の
大
城
幸
榮
さ
ん（
87
歳
）
は
、
も
の
づ
く

り
の
趣
味
を
活
か
し
て
木
材
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の

廃
材
を
使
っ
て
色
ん
な
形
に
変
え
る
「
も
の
づ
く
り
名

人
」
で
す
。
６
月
25
日（
水
）
に
具
志
頭
小
学
校
へ
寄

贈
し
た
竹
馬
は
、
足
置
き
台
が
隙
間
の
な
い
設
計
に

な
っ
て
お
り
こ
ど
も
達
が
、
靴
の
ま
ま
で
も
乗
れ
る
よ

う
に
と
ひ
と
工
夫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
竹
で
作
っ
た
水
鉄
砲
で
は
大
城
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が

光
っ
て
い
ま
し
た
。
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
で
押
し

棒（
水
を
押
し
出
す
部
分
）
を
作
る
際
に
子
ど
も
達
が

握
り
や
す
い
サ
イ
ズ
に
削
り
持
ち
や
す
く
し
て
い
ま

し
た
。

　

７
月
３
日（
木
）
大
城
さ
ん
と
子
ど
も
の
居
場
所
の

子
ど
も
た
ち
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。「
子
ど

も
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
と
快
く
迎
え
い
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
子
ど
も
達
も
初
め
て
サ
ン
ゴ
や
貝
殻
を
見
て

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

生活支援
コーディネーター

支援者の発掘と育成

各種団体との連携

課題や困りごとなど
生活支援ニーズの把握

生活支援サービスの
立ち上げ居場所づくり

寄贈式

見学の様子 竹の水鉄砲

竹の水鉄砲作成・ゴムの部分を
やすりがけをする様子

作業場

手作りおもちゃ

「ペタンコ」で
遊ぶ子どもたち

2本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



後
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
の

　
 

皆
さ
ん
と
マ
ッ
チ
ン
グ
！！

　

３
月
12
日（
水
）
に
開
催
さ
れ
た
、「
ア
イ
ル
カ
ッ
プ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
会
」
を
き
っ
か
け
に
、
後
原
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
の
皆
さ
ん
か
ら
「
今
度
は
後
原
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
が
皆
さ
ん
を
招
待
し
ま
す
‼
」
と
嬉

し
い
お
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
後
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
リ
ー
ダ
ー
宮
城

さ
ん
と
後
原
の
與
那
嶺
区
長
と
マ
ッ
チ
ン
グ
の
調
整
を

行
い
、
４
月
15
日（
火
）後
原
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
と

宜
次
か
ら
２
名
・
世
名
城
か
ら
２
名
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

が
大
好
き
な
４
名
が
参
加
し
、交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

総
勢
16
名
が
集
ま
り
３
ゲ
ー
ム
を
最
後
ま
で
元
気
に
楽

し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
チ
ー
ム
Ｙ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
」と
は
、

ひ
き
こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
、

障
が
い
者
、一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
本
会
の
参
加
型
事
業

を
通
し
て
結
成
し
た
当
事
者
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

令
和
７
年
２
月
に
団
体
と
し
て

結
成
し
、
４
月
か
ら
本
格
的
に

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
会

は
、
当
団
体
と
相
互
関
係
を
築

き
な
が
ら
地
域
と
つ
な
が
る
・

つ
な
げ
る
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
名
人
の
大
城

さ
ん
が
自
宅
で
制
作
し
た
竹

馬
と
竹
馬
台
を
具
志
頭
小
学

校
に
寄
贈
す
る
た
め
に
、
や

す
り
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
団
体

は
、
町
民
提
案
型「
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
の
助
成
金
採
択
を
受

け
、
農
福
連
携
や
食
育
、
世

代
間
交
流
を
掛
け
合
わ
せ
た

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

７
月
に
は
、
農
園
開
拓
に
向

け
て
農
地
整
備
と
野
菜
の
植

え
付
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、「
チ
ー
ム
Ｙ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
」

の
会
員
一
人
ひ
と
り
が「
個

性
」
を
活
か
し
て
、「
自
分
ら

し
さ
」
を
発
揮
し
、
主
体
性
を

引
き
出
し
て
い
け
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

農地開拓 〜草刈り作業の様子〜

やすりかけ作業

〜ゲーム中の様子〜

集合写真集合写真

住民参画の住民参画の
活動支援活動支援

ボランティア団体ボランティア団体
「チームYA「チームYAESEESE」」

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、

「地
域
の
人
材
」
を
探
し
て
い
ま
す
！

三
味
線
が
得
意
、電
機
関
係
に
強
い
、園
芸

に
詳
し
い
、も
の
づ
く
り
が
好
き
、農
業
を

教
え
た
い
な
ど
…

あ
な
た
の
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

事
務
局
よ
り

　

縁
日
和
第
75
号
の
発
刊
に
あ
た
り
、
地
域
の

人
材
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
た
大
湾

信
吉
様
を
紹
介
し
た
く
準
備
を
進
め
て
お
り

ま
し
た
が
、
令
和
７
年
８
月
16
日（
土
） 

ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

※
写
真
は
ご
親
族
の
承
諾
を
得
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

農業や大工のご指導を
いただきました。

故 大湾 信吉 氏

3 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



基
本
理
念

基
本
理
念

「
地
域
住
民
を
主
体
と
し
て
、
結
の
心
で

支
え
合
う 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

 

基
本
目
標
１
：

「
協
働
の
心
で
つ
く
る
町
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

(

１)

「
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
支
援
」関
連
事
業

⒈「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
事
業
」

⒉「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」（
総
括
）

〇
情
報
交
換
会
、他
機
関
連
携
会
議
等
へ
の
参
加
：
計
32
回

⒊「
支
え
合
い
委
員
会
連
絡
会
並
び
に
研
修
会
の
開
催
」

〇
令
和
６
年
度　
第
１
回
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催

　
７
月
５
日（
金
）
参
加
者
：
59
名

〇
令
和
６
年
度　
地
域
力
向
上
研
修
会
の
開
催

　
令
和
７
年 

３
月
11
日（
火
）
参
加
者
：
63
名

「
東
風
平
小
学
校
区
（
８
字
・
自
治
会
）
報
告
」

〇
東
風
平
小
学
校
区
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催
：
43
回

•

東
風
平
支
え
合
い
委
員
会 

12
回

•

富
盛
支
え
合
い
委
員
会 

12
回

•

世
名
城
支
え
合
い
委
員
会 

10
回

•

屋
宜
原
団
地
支
え
合
い
委
員
会 

９
回

※
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
支
援
状
況
：
26
名　
支
援
件
数 

３
６
８
回

「
白
川
小
学
校
区
（
14
字
・
自
治
会
）
報
告
」

〇
白
川
小
学
校
区
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催
：
43
回

•

当
銘
支
え
合
い
委
員
会 

８
回

•

宜
次
支
え
合
い
委
員
会 

２
回

•

友
寄
第
一
団
地
支
え
合
い
委
員
会 

12
回

•

大
倉
ハ
イ
ツ
支
え
合
い
委
員
会 

９
回

•

県
営
外
間
団
地
支
え
合
い
委
員
会 

12
回

※
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
支
援
状
況
：
16
名　
支
援
件
数 

１
４
５
回

「
具
志
頭
小
学
校
区
（
10
字
・
自
治
会
）
報
告
」

〇
具
志
頭
小
学
校
区
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催
：
27
回

•

玻
名
城
支
え
合
い
委
員
会 

９
回

•
安
里
支
え
合
い
委
員
会 

６
回

•
県
営
長
毛
団
地
支
え
合
い
委
員
会 

12
回

※
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
支
援
状
況
：
20
名　
支
援
件
数 

２
３
０
回

「
新
城
小
学
校
区
（
２
字
・
自
治
会
）
報
告
」

〇
新
城
小
学
校
区
支
え
合
い
委
員
会
の
開
催
：
11
回

•

後
原
支
え
合
い
委
員
会 
11
回

※
Ｃ
Ｓ
Ｗ
の
支
援
状
況
：
14
名　
支
援
件
数 

１
４
２
回

（
２
）「
介
護
予
防
の
充
実
・
強
化
」関
連
事
業

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
64
歳
ま
で
）」

年
間
配
食
数 

１
９
９
食

〇
昼
食
：
１
３
４
食　
〇
夕
食
：
65
食

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
65
歳
以
上
）」

年
間
配
食
数 

４
、９
２
５
食

〇
昼
食
：
２
、９
１
３
食　
〇
夕
食
：
２
、０
１
２
食

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
」

年
間
開
催
回
数
：
３
０
６
回
（
28
ミ
ニ
デ
イ
）

年
間
利
用
者
数
：
４
、６
６
１
名
（
男
性
１
、２
９
７
名
、

女
性
３
、３
６
４
名
）

〇
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
地
域
連
絡
会
（
実
施
地
区
28
地
区
）

〇
令
和
６
年
度 

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
大
交
流
会

内
容
：（
表
彰
、
健
康
体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

　
　
　

  

脳
ト
レ
、
各
地
域
ミ
ニ
デ
イ
の
動
画
紹
介
）

※
表
彰
内
容
：
新
規
利
用
者
最
多
登
録
賞（
東
風
平
、
新
城
）

「
い
き
い
き
活
動
支
援
通
所
事
業
」

年
間
開
催
回
数
：
４
８
１
回

年
間
利
用
者
数
：
３
、８
９
６
名

〇
午
前
の
部
：
開
催
回
数 

２
４
４
回

　
利
用
者
数
：
２
、２
３
９
名

〇
午
後
の
部
：
開
催
回
数 

２
３
７
回

　
利
用
者
数
：
１
、６
５
７
名

「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
」

⒈
社
会
資
源
の
把
握
・
地
域
回
り　
95
件

⒉
令
和
６
年
度「
地
域
力
向
上
研
修
会
」支
え
合
い
委
員
会
・

　
町
内
社
会
福
祉
法
人
合
同
連
絡
会
に
参
加

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人  

八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会

八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会  

事
業
報
告
書

事
業
報
告
書

令和令和
66年度年度

4本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



⒊
協
議
体
へ
の
参
加

　
①
支
え
合
い
委
員
会
：
34
回

　
②
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
連
携
し
た
個
別
訪
問
：
11
件

⒋
地
域
住
民
参
加
型
事
業

　
「
大
人
の
居
場
所
づ
く
り
」
10
回
参
加

　
「
女
性
の
居
場
所
づ
く
り
」
１
回
参
加

⒌
地
域
貢
献
活
動
・
年
末
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
参
加
：
２
件

⒍
み
ん
な
の
居
場
所
交
流
会 

１
回

⒎
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
議
会
・
大
会
等

⒏
ミ
ニ
デ
ィ
大
交
流
会

⒐
身
協
体
操
教
室

10.「
五
感
ク
ラ
ブ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
イ
ベ
ン
ト

11.
お
宝
ス
ク
ラ
ッ
プ
作
成
：
１
枚

12.
調
整
会
議
・
情
報
交
換
会
・
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
等

　
：
37
回

13.
研
修
関
係
：
８
回

14.
と
き
わ
苑　
通
所
Ｃ
（
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
利
用
期
間
３
か
月
）

視
察
見
学

15.「
チ
ー
ム
Ｙ
Ａ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　
切
手
の

仕
分
け

16.
広
報
物
の
発
行　
い
ち
ゃ
ゆ
ん
タ
イ
ム
ス
11
号

17.
ア
イ
ル
カ
ッ
プ
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
会

（
３
）「
子
育
て
支
援
」関
連
事
業

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」

〇
登
録
会
員
４
７
６
名
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
４
１
８
名
、

サ
ポ
ー
ト
会
員
47
名
、
ど
っ
ち
も
会
員
11
名
）

〇
活
動
実
件
数 

３
８
２
件

「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
・
情
報
交
換
会
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
）」

開
催
日
：
７
月
12
日（
金
）
参
加
者
11
名

演
題
「
美
し
さ
の
秘
訣
は
腸
に
あ
り
」

　
講
師
：
沖
縄
ヤ
ク
ル
ト
栄
養
士

開
催
日
：
令
和
７
年
２
月
27
日（
木
）
参
加
者
10
名

演
題
「
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
取
り
つ
け
方
と

　
事
故
防
止
」
講
師
：
日
本
自
動
車
連
盟
沖
縄
支
部

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
会
員
養
成
講
座
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
事
業
）」

講
座
期
間
：
10
月
４
日（
金
）、
10
月
９
日（
水
）、

　
10
月
16
日（
水
）、
10
月
25
日（
金
）、
10
月
30
日（
水
）

受
講
修
了
者
：
10
名
、
会
員
登
録
者
：
９
名

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利
用
負
担
軽
減
事
業
」

サ
ポ
ー
ト
券
申
請
者
：
９
名

　
利
用
者
６
名　
利
用
数
66
枚

サ
ポ
ー
ト
券
利
用
：
５
０
０
円
×
66
枚

　
合
計
３
３
、０
０
０
円

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
支
援
事
業
」

〇
関
係
機
関
と
連
携
し
子
ど
も
を
支
援

•

町
内
各
小
中
学
校
と
支
援
：
19
世
帯
35
名

•

児
童
家
庭
課
児
童
相
談
員
と
支
援
：
19
世
帯
33
名

•

社
協
内
別
事
業
と
支
援
：
19
世
帯
38
名

•

子
ど
も
の
居
場
所
へ
繋
ぎ
：
10
世
帯
21
名

•

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
：
７
世
帯
11
名

〇
支
援
に
向
け
た
会
議
・
調
整
・
情
報
共
有
等
：
３
０
２
回

〇
保
護
者
支
援
・
面
談
回
数
：
１
０
５
回

〇
他
事
業
所
と
の
共
有
：
34
回

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
運
営
事
業
」

〇
シ
ー
ち
ゃ
ん
き
っ
ず
食
堂
活
動

•

開
所
日
：
月
・
火
・
木
・
金　
15
時~

18
時
30
分

　
（
※
長
期
休
暇
期
間
：
11
時~

14
時
）

•

対
象
：
小
学
１
年
生~

中
学
３
年
生

　
（
支
援
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
世
帯
）

•

開
所
日
数
：
１
８
８
日

•

利
用
延
べ
人
数
：
１
、８
６
５
名

•

登
録
人
数
：
38
名

•

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
人
数
：
89
名

•

学
習
支
援 

１
４
４
回

•

生
活
指
導 

５
１
５
回

〇
シ
ー
ち
ゃ
ん
き
っ
ず
食
堂
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
余
暇
活
動

　
①
誕
生
日
会
：
12
回　
②
課
外
活
動
：
７
回

　
③
命
の
授
業
：
３
回

　
④
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
教
室
：
３
回

「
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り
強
化
事
業
」

•

対
象
世
帯
：
21
世
帯
、
登
録
児
童
：
68
名
、

　

特
定
妊
婦
：
１
名

•

食
料
提
供
数
：
１
６
２
回
、
配
食
数
：
３
４
６
回
、

学
習
支
援
：
46
回

（
４
）「
障
害
者
の
社
会
参
加
」関
連
事
業

「
障
害
者
社
会
参
加
促
進
事
業
」

⒈
コ
ン
ポ
ス
ト
講
座
の
開
催 

２
回
（
10
名
）

⒉
体
操
教
室
の
開
催 

５
回
（
11
名
）

⒊
も
の
づ
く
り
教
室
の
開
催 

５
回
（
８
名
）

5 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



（
５
）「
地
域
課
題
の
把
握
と
共
有
」関
連
事
業

「
生
活
困
窮
者
支
援
等
の
た
め
の
地
域
づ
く
り
事
業
」

「
当
銘
（
当
銘
総
会
）」
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
説
明

４
月
７
日
（
日
）
15
時
30
分

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
：
４
月
７
日（
日
）~

12
日（
金
）

支
え
合
い
委
員
会
へ
の
参
加　
27
回
（
内
容:

情
報
交
換
、

小
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て
）

社
会
福
祉
施
設
等
関
係
機
関
と
の
連
携
・
強
化

•

八
重
瀬
町
内
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
８
月
21
日
（
水
）
あ
け
も
ど
ろ
学
園　
参
加
：
28
名

•

生
活
に
関
す
る
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
11
月
17
日
（
日
）
八
重
瀬
町
社
会
福
祉
会
館

•

地
域
貢
献
活
動
年
末
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
12
月
20
日
（
金
）
八
重
瀬
町
内 

４
件

•

具
志
頭
児
童
館
へ
の
夕
食
提
供
（
協
力
：
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
転
生
園
）
※
お
に
ぎ
り
提
供

•

令
和
６
年
度
「
地
域
力
向
上
研
修
会
」

　
令
和
７
年
３
月
11
日
（
金
）　
参
加
者
：
16
名

•

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動

　
（
通
年
）
述
べ
25
団
体　
５
９
４
個

（
６
）「
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
各
種

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
」関
連
事
業

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
の
支
援
」

〇
音
訳
サ
ー
ク
ル
や
え
せ

　
（
定
例
会
毎
月
第
１
月
曜
日 

19
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

•

音
訳
サ
ー
ク
ル
や
え
せ
総
会

•

南
部
地
区
音
訳
サ
ー
ク
ル
交
流
会

〇
手
話
サ
ー
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
ド
（
定
例
会
毎
月
第
２
・

４
木
曜
日　
20
時~

21
時
30
分
）

•

町
内
小
学
校
手
話
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
協
力

　

東
風
平
小
学
校
、
具
志
頭
小
学
校
、
新
城
小
学
校

•

手
話
サ
ー
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ン
ド
総
会

•

手
話
サ
ー
ク
ル
ク
リ
ス
マ
ス
会
：
参
加
23
名

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
校
（
園
）
連
絡
会
」

第
１
回
：
６
月
27
日
（
木
）、

第
２
回
：
令
和
７
年
２
月
27
日
（
木
）

〇
助
成
金
交
付
：
保
育
園
、
こ
ど
も
園
（
２
万
円
）、

　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
（
３
万
円
）

合
計
６
６
０
、０
０
０
円

「
小
・
中
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
の
実
施
」

〇
小
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

８
月
１
日
（
木
）
参
加
：
34
名

〇
中
・
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

８
月
14
日
（
水
）
高
校
の
部
９
時　
中
学
の
部
13
時

参
加
：
中
学
の
部 

７
名　
高
校
の
部 

９
名

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
」

沖
縄
大
学
１
人
目
：
８
月
23
日
（
金
）、
26
日
（
月
）、

９
月
18
日
（
水
）、
19
日
（
木
）、
24
日
（
火
）

沖
縄
大
学
２
人
目
：
９
月
３
日
（
火
）、
６
日
（
金
）、

17
日
（
火
）

「
東
風
平
小
学
校
区
（
８
字
・
自
治
会
）
助
成
金
の
交
付
」

東
風
平
（
１
３
４
、０
０
０
円
）、

伊
覇
（
３
２
、０
０
０
円
）、

屋
宜
原
（
５
３
、０
０
０
円
）、
富
盛
（
９
９
、０
０
０
円
）、

世
名
城
（
５
１
、０
０
０
円
）、
高
良
（
２
９
、０
０
０
円
）、

屋
宜
原
団
地
（
４
３
、０
０
０
円
）、

県
営
屋
宜
原
団
地
（
１
８
、０
０
０
円
）

小
計
：
４
５
９
、０
０
０
円

「
白
川
小
学
校
区
（
14
字
・
自
治
会
）
助
成
金
の
交
付
」

上
田
原
（
２
７
、０
０
０
円
）、
志
多
伯
（
６
９
、０
０
０
円
）、

当
銘
（
４
６
、０
０
０
円
）、
小
城
（
５
８
、０
０
０
円
）、

宜
次
（
５
６
、０
０
０
円
）、
外
間
（
２
３
、０
０
０
円
）、

友
寄
（
５
３
、０
０
０
円
）、

友
寄
第
一
団
地
（
３
４
、０
０
０
円
）、

白
川
ハ
イ
ツ
（
３
８
、０
０
０
円
）、

大
倉
ハ
イ
ツ
（
２
８
、０
０
０
円
）、

県
営
外
間
団
地
（
１
８
、０
０
０
円
）、

友
寄
東
ハ
イ
ツ
（
４
０
、０
０
０
円
）、

外
間
高
層
住
宅
（
２
５
、０
０
０
円
）、

県
営
伊
覇
団
地
（
１
６
、０
０
０
円
）

小
計
：
５
３
１
、０
０
０
円

「
具
志
頭
小
学
校
区
（
10
字
・
自
治
会
）
助
成
金
の
交
付
」

具
志
頭
（
１
１
０
、０
０
０
円
）、
大
頓
（
２
８
、０
０
０
円
）、

玻
名
城
（
４
９
、０
０
０
円
）、
安
里
（
５
５
、０
０
０
円
）、

与
座
（
２
３
、０
０
０
円
）、
仲
座
（
３
７
、０
０
０
円
）、

港
川
（
６
５
、０
０
０
円
）、
長
毛
（
３
４
、０
０
０
円
）、

県
営
長
毛
団
地
（
２
２
、０
０
０
円
）、

県
営
大
頓
団
地
（
１
８
、０
０
０
円
）

小
計
：
４
４
１
、０
０
０
円
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「
新
城
小
学
校
区
（
２
字
）
助
成
金
の
交
付
」

新
城
（
８
７
、０
０
０
円
）、
後
原
（
７
８
、０
０
０
円
）

小
計
：
１
６
５
、０
０
０
円

戸
別
会
費
30
％　
戸
別
募
金
（
共
募
30
％
）

合
計
：
１
、５
９
６
、０
０
０
円

（
７
）「
当
事
者
団
体
の
活
動
支
援
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
」

関
連
事
業

「
八
重
瀬
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
運
営
」

登
録
会
員
１
、２
４
９
名　
会
費
納
入
６
１
０
名

会
費
免
除
６
３
９
名

町
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
、
単
位
ク
ラ
ブ
正
副
会
長
等
宿
泊

研
修
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ペ
タ
ン
ク
大
会
、
新
春
演
舞
交
流
大
会

「
八
重
瀬
町
身
体
障
害
者
協
会
の
支
援
」

登
録
会
員
20
名　
正
会
員
15
名　
賛
助
会
員
５
名

総
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
脳
ト
レ
体
操
教
室
、
日
帰
り

交
流
ピ
ク
ニ
ッ
ク

社
協
共
催
：
農
福
連
携
体
験
、
コ
ン
ポ
ス
ト
教
室
（
２
回
）、

体
操
教
室
（
５
回
）、
も
の
づ
く
り
教
室
（
５
回
）

「
八
重
瀬
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
運
営
支
援
」

登
録
会
員
55
名　
母
子
50
名　
父
子
１
名　
寡
婦
４
名

ロ
ー
ソ
ン
奨
学
生
推
薦
、
県
母
連
奨
学
生
推
薦
、
介
護

職
員
初
任
者
講
座
、
町
母
子
会
総
会
、
南
部
地
区
総
会
、

県
総
会
、
母
と
子
の
楽
し
い
運
動
会
、
い
ず
み
塾
研
修
会
、

す
こ
や
か
講
座
、
夏
休
み
親
子
講
座
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、

第
55
回
沖
縄
県
母
子
寡
婦
福
祉
大
会
、

第
17
回
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
映
画
上
映
会
、
第
46
回
母
と
子
の
集
い
、

会
員
交
流
会
、
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
、
県
会
長
会
、

南
部
地
区
会
長
会
、
町
母
子
会
役
員
会
、
事
務
局
調
整
会
議

  

基
本
目
標
２
：

「
結
の
心
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」

（
８
）「
見
守
り
緊
急
時
対
応
の
仕
組
み
づ
く
り
の

推
進
」関
連
事
業

「
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
普
及
啓
発
」

緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
設
置
件
数
２
５
９
件

令
和
６
年
度
新
規
設
置
件
数
11
件

（
９
）「
小
地
域
の
お
け
る
助
け
合
い
活
動
の
推
進
」

関
連
事
業

「
小
地
域
（
字
・
自
治
会
）
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
推
進
」

当
銘
：
４
月
７
日（
日
）　

内
容
：
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
説
明
（
当
銘
総
会
）

当
銘
支
え
合
い
委
員
会
：
４
月
17
日（
水
）　

内
容
：
情
報
交
換
、
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て

小
地
域
福
祉
活
動
計
画
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集（
当
銘
）

期
間
：
４
月
７
日（
日
）～
12
日（
金
）
結
果
：
意
見
な
し

〇
小
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
モ
デ
ル
地
区
募
集

　
７
月
５
日（
金
）

〇
策
定
に
向
け
支
え
合
い
委
員
会
へ
説
明

東
風
平
支
え
合
い
委
員
会
５
月
９
日（
木
）、

世
名
城
支
え
合
い
委
員
会
５
月
８
日（
水
）

（
）「
福
祉
教
育
」関
連
事
業

白
川
小
学
校　
７
月
２
日（
火
）　
５
年
生
１
３
０
名

体
験
：
車
イ
ス
・
ア
イ
マ
ス
ク

具
志
頭
小
学
校　
６
月
４
日（
火
）
４
年
生
80
名　

講
話
：
福
祉
っ
て
何
だ
ろ
う
？
、
６
月
20
日（
木
）
４
年
生
80
名

交
流
：
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
、
10
月
２
日
（
水
）
４
年
生
80
名　

体
験
：
車
イ
ス
・
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

新
城
小
学
校　
12
月
６
日（
金
）
４
年
生
80
名　

体
験
：
車
イ
ス
・
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

具
志
頭
小
学
校
「
ふ
く
し
ク
ラ
ブ
」
設
立
に
向
け
た

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
会
議

日
時
：
令
和
７
年
３
月
13
日（
木
）

場
所
：
Ｙ
ｅ
ｌ
ｌ　
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ　
参
加
者
：
16
名

「
小
学
校
手
話
ク
ラ
ブ
活
動（
福
祉
教
育
）の
指
導
、
協
力
事
業
」

東
風
平
小
学
校　
４
月
17
日（
水
）～
７
月
10
日（
木
）
８
回

具
志
頭
小
学
校　
４
月
22
日（
月
）～
７
月
８
日（
月
）
６
回

新
城
小
学
校　
　
５
月
13
日（
月
）～
７
月
８
日（
月
）
６
回

「
24
時
間
テ
レ
ビ
47
「
愛
は
地
球
を
救
う
」
街
頭
募
金
活
動

の
実
施
（
自
主
） 

日
時
：
９
月
１
日（
日
）
13
時　

場
所
：
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
重
瀬
店　
参
加
者
：
10
名

（
）「
研
修
制
度
の
強
化
専
門
職
員
の
配
置
・
育
成
」

関
連
事
業

「
職
員
間
の
企
画
調
整
会
議
、
Ｃ
Ｓ
Ｗ
調
整
会
議
」

〇
Ｃ
Ｓ
Ｗ
調
整
会
議
（
総
務
係
と
の
調
整
含
む
）　

　
合
計
22
回

〇
企
画
調
整
会
議　
合
計
２
回

7 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



 
基
本
目
標
３
：

「
利
用
し
や
す
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
づ
く
り
」

（
）「
相
談
体
制
の
確
立
」関
連
事
業

「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

相
談
開
設
日
２
４
３
日
、
法
律
相
談
24
日
、

心
の
相
談
49
日
、
行
政
相
談
11
日

相
談
延
べ
件
数 

２
、８
３
１
件

相
談
支
援
件
数 

４
、３
０
８
件

法
外
援
護
（
フ
ー
ド
バ
ン
ク
）
５
０
０
件

生
活
支
援
（
見
守
り
）
４
７
７
件

「
地
域
窓
口
相
談
所
の
充
実
と
新
規
開
設
」

「
東
風
平
小
学
校
区（
８
字
・
自
治
会
）」

８
相
談
所
：
相
談
員
14
名　
１
１
３
件

東
風
平
相
談
所
４
件
、
富
盛
相
談
所
１
０
０
件
、

世
名
城
相
談
所
６
件
、
屋
宜
原
団
地
相
談
所
３
件

「
白
川
小
学
校
区（
14
字
・
自
治
会
）」

14
相
談
所
：
相
談
員
27
名　
３
７
９
件

当
銘
相
談
所
10
件
、
宜
次
相
談
所
２
件
、

友
寄
相
談
所
４
件
、
第
一
団
地
相
談
所
３
２
１
件
、

大
倉
ハ
イ
ツ
相
談
所
19
件
、
県
営
外
間
団
地
相
談
所
23
件

「
具
志
頭
小
学
校
区（
10
字
・
自
治
会
）」

10
相
談
所
：
相
談
員
19
名　
83
件

具
志
頭
相
談
所
１
件
、
大
頓
相
談
所
48
件
、
玻
名
城
相
談

所
17
件
、
安
里
相
談
所
15
件
、
港
川
相
談
所
２
件

「
新
城
小
学
校
区（
２
字
・
自
治
会
）」

２
相
談
所
：
相
談
員
５
名　
41
件

新
城
相
談
所
16
件
、
後
原
相
談
所
25
件

「
た
す
け
あ
い
金
庫
貸
付
事
業
」

貸
付
額
：
２
４
６
、０
０
０
円

新
規
貸
付
９
件　
償
還
中
17
件　
償
還
完
了
６
件

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
」

本
則
貸
付
12
件　
（
緊
急
小
口
２
件
、
福
祉
資
金
１
件
、

教
育
支
援
資
金
８
件
、
不
動
産
担
保
１
件
）

相
談
件
数
１
、１
６
５
件

〇
特
例
貸
付
償
還
免
除
決
定
件
数
：
１
、３
２
３
件

　
（
５
２
４
、８
７
４
、８
８
０
円
）
令
和
７
年
３
月
31
日
現
在

⒈
緊
急
小
口
資
金
：
５
４
２
件

⒉
総
合
支
援
資
金
（
初
回
）：
４
４
４
件

⒊
総
合
支
援
資
金
：
１
８
５
件

⒋
総
合
支
援
資
金
（
再
貸
付
）：
１
５
２
件

「
法
外
援
護
金
交
付
事
業
」

交
付
金
額
１
５
８
、０
０
０
円　
11
件　
26
名

（
）「
情
報
提
供
体
制
づ
く
り
の
推
進
」関
連
事
業

「
や
え
せ
社
協
だ
よ
り
発
行
事
業
」

発
行
回
数 

全
４
回

「
７
月
：
第
70
号
」「
９
月
：
第
71
号
」

「
１
月
：
第
72
号
」「
３
月
：
第
73
号
」

発
行
部
数
：
各
１
０
、１
０
０
部

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営
事
業
」

閲
覧
件
数 

４
、９
７
０
件

（
４
月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31
日
）

「
苦
情
解
決
事
業
」

苦
情
受
付
：
０
件　

※
渡
口
慎
也
（
司
法
書
士
）　

　
安
座
名
幸
一
・
前
仲
徳
子
（
地
域
福
祉
関
係
者
）

〇
研
修
会
等
へ
の
参
加　
２
回

（
）「
権
利
擁
護
の
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
」

　
　
関
連
事
業

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」

13
名
（
男
９
名
、
女
４
名
）

※
精
神
５
名
、知
的
４
名
、認
知
高
齢
者
３
名
、そ
の
他
１
名

（
）「
就
労
支
援
体
制
の
充
実
」関
連
事
業

「
つ
な
が
り
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

大
人
の
居
場
所
交
流
会
（
全
13
回
開
催
：
参
加
者
総
数

１
１
８
名　
園
児
50
名
）

〇
農
福
体
験
講
座
、
こ
だ
わ
り
食
堂
３
回
、
ほ
っ
こ
り
体
操

教
室
、
農
福
体
験
講
座
（
収
獲
体
験
）
２
回
、
農
福
体
験

講
座
（
植
え
付
け
体
験
）、
Ｘｍａｓ
交
流
会
（
凧
作
り
）、

農
福
体
験
講
座
（
追
肥
体
験
）、
凧
試
し
揚
げ
会
、
園
児
と

の
凧
揚
げ
交
流
会
並
び
に
参
加
者
交
流
会
、
黒
糖
づ
く
り

体
験

女
性
の
居
場
所
交
流
会
（
全
10
回
開
催
：
参
加
総
数
22
名
）

〇
ほ
っ
こ
り
体
操
教
室
６
月
28
日（
金
）参
加
３
名
、
農
福

体
験
講
座（
菊
づ
く
り 

全
５
回
）参
加
７
名
、
農
福
体
験

講
座（
ト
マ
ト
作
り 

全
３
回
）参
加
６
名
、
オ
ー
プ
ン

農
園
＆
こ
だ
わ
り
食
堂　
参
加
６
名

み
ん
な
の
居
場
所
交
流
会
（
１
回
）
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五
感
ク
ラ
ブ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
後
援
事
業
）
３
回

　
参
加
者
総
数
10
名

会
議
、
研
修
会
等
の
開
催
と
参
加　
６
回

 

基
本
目
標
４
：

「
調
和
の
と
れ
た
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

（
）「
移
動
交
通
手
段
の
充
実
」関
連
事
業

「
福
祉
機
器
（
用
具
）
貸
出
事
業
」

貸
出
件
数
：
車
い
す
１
２
３
台
、
介
護
用
ベ
ッ
ト
１
床
、

歩
行
器
３
台
、
４
点
ス
テ
ッ
キ
１
台
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
10
台

 

基
本
目
標
５
：

「
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
人
づ
く
り
・
組
織
づ
く
り
」

（
）「
移
動
交
通
手
段
の
充
実
」
関
連
事
業

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
推
進
」

定
例
会
12
回
、
正
副
会
長
会
12
回
部
会
：
老
人
福
祉
部
会
・

障
が
い
福
祉
部
会
・
児
童
福
祉
部

〇
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動（
町
内
小
学
校
：
４
月
８
日
～
12
日
）

〇「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
～
周
知
活
動
～
」　

　
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
：
５
月
15
日（
水
）

〇
小
学
校
と
の
連
絡
会
：
東
風
平
小 

６
月
13
日（
木
）、

　
白
川
小  

７
月
11
日（
木
）

〇
令
和
６
年
度
県
外
研
修
会
（
熊
本
県
天
草
市
）：

　
９
月
24
日（
火
）～
26
日（
木
）

（
）「
八
重
瀬
町
社
協
活
動
を
知
ろ
う
・

　

 

協
力
し
よ
う
」関
連
事
業

☆
財
源
確
保
の
取
り
組
み

「
社
協
会
員
（
会
費
）
強
化
促
進
事
業
」

戸
別 

２
、０
９
３
、０
０
０
円

　
（
４
、１
８
７
世
帯
：
３
０
、５
０
０
円
減
）

団
体 

２
４
２
、０
０
０
円
（
48
団
体
：
１
８
、０
０
０
円
減
）

賛
助 

６
１
１
、０
０
０
円

　
（
２
７
７
名
：
１
３
５
、９
０
０
円
減
）

特
別 

２
、０
７
０
、０
０
０
円

　
（
１
９
３
事
業
所
：
３
０
、０
０
０
円
増
）

合
計 

５
、０
１
６
、５
０
０
円
（
１
５
４
、４
０
０
円
減
）

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
営
委
員
会
」

第
１
回　
９
月
６
日（
金
）
10
時

第
２
回　
９
月
６
日（
金
）
10
時
40
分

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
展
開
」

説
明
会
：
区
長
会
向
け
：
９
月
19
日（
木
）

職
員
向
け
：
９
月
25
日（
木
）～
30
日（
月
）

目
標
額
：
５
、２
９
６
、０
０
０
円

実　
績
：
７
、４
７
８
、０
７
１
円

達
成
率
：
１
４
１・２
％

戸
別
募
金 

２
、０
９
９
、５
０
０
円
（
４
、１
９
９
世
帯
）

イ
ベ
ン
ト
募
金 

２
８
７
、７
７
０
円
（
Ｆ
Ｃ
琉
球
、

ミ
ニ
デ
イ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
等
）

法
人
募
金 

１
、５
９
５
、０
０
０
円
（
１
３
０
事
業
所
）

個
人
大
口
募
金 

１
、６
５
７
、４
６
８
円

（
町
内
小
売
業
者 

２
２
７
事
業
所
、
18
個
人
）

学
校
募
金 

２
５
５
、１
９
７
円
（
７
小
・
中
・
高
）

そ
の
他 

２
８
６
、８
８
３
円
（
36
箇
所
）

職
域
募
金 

１
、１
６
５
、６
９
２
円
（
61
箇
所
）

県
取
扱
募
金 

１
３
０
、５
６
１
円
（
県
医
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
金
融
協
会
等
）

「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
の
展
開
」

目
標
額
：
１
、４
５
０
、０
０
０
円

実　
績
：
１
、３
４
０
、４
７
９
円　
達
成
率
：
92
％

戸
別
募
金 

１
、２
５
４
、６
０
２
円
（
４
、１
８
２
世
帯
）

職
域
募
金 

３
２
、７
６
７
円

個
人
大
口
募
金 

３
０
、０
０
０
円

そ
の
他 

２
３
、１
１
０
円

使　
途

•

食
糧
支
援
７
１
０
、４
０
９
円（
１
４
８
世
帯：３
６
７
名
）

•

ひ
と
り
親
対
象
事
業
支
援 

５
０
、０
０
０
円

•

広
報
費
他 

８
９
、８
７
０
円

•

見
守
り
活
動
費 

３
３
０
、０
０
０
円

•

車
イ
ス
購
入
費 

１
０
８
、０
０
０
円
（
２
台
）

•

そ
の
他 

５
２
、２
０
０
円
（
介
護
用
品
＋
医
療
器
具
）

☆
八
重
瀬
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
組
織
運
営
・
基
盤
強
化
の
取
り
組
み

「
理
事
会
の
開
催
」

第
１
回 

６
月
６
日（
木
）
13
時
30
分

第
２
回 

11
月
22
日（
金
）
９
時
30
分

第
３
回 

令
和
７
年
３
月
18
日（
火
）
10
時

9 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



「
評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
会
の
開
催
」

第
１
回 

６
月
12
日（
水
）
10
時

第
２
回 
11
月
22
日（
金
）
11
時

「
会
計
監
査
・
業
務
監
査
の
実
施
」

内
部
監
査 

５
月
28
日（
火
）
10
時

社
会
福
祉
法
人
一
般
監
査

　
８
月
15
日（
木
）
９
時
30
分
～
16
時	

指
導
監
査 

11
月
15
日（
金
）
13
時
30
分

「
正
副
会
長
会
」
12
回

「
職
務
会
」
12
回

「
職
員
勉
強
会
」（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
編
）
３
回

「
正
職
員
研
修
会
」
３
回

「
実
習
生
の
受
け
入
れ
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅱ
」：
８
月
16
日（
金
）～
９
月

18
日（
水
）（
全
24
日
間
）」

学
校
名
：
沖
縄
大
学
３
年
次
２
名
、　

沖
縄
統
合
医
療
学
院
１
名

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
Ⅰ
」：
令
和
７
年
２
月
18
日（
火
）

～
２
月
28
日（
金
）（
全
８
日
間
）」

学
校
名
：
沖
縄
大
学
２
年
次
２
名

「
八
重
瀬
町
区
長
自
治
会
長
会
・
社
協
職
員
研
修
会
」

令
和
６
年
度
「
区
長
自
治
会
長
会
・
町
内
社
会
福
祉
法
人
・

社
協
職
員
研
修
会
」：
６
月
25
日（
火
）

「
町
社
会
福
祉
会
館
指
定
管
理
受
託
事
業
」

１
階　
和
室
（
２
、８
６
９
名
）

　
　
　
い
き
い
き
活
動
室
（
３
、８
６
１
名
）

　
　
　
ロ
ビ
ー
（
３
９
７
名
）　
調
理
室
（
８
０
４
名
）

２
階　
集
会
室
（
５
、１
１
２
名
）　
研
修
室
（
１
、４
２
４
名
）　

　
　
　
い
こ
い
の
間
（
３
１
０
名
）

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
（
７
４
０
名
）

　
　
　
合
計　
１
５
、５
１
７
名

そ
の
他
報
告

「
令
和
６
年
度 

市
町
村
地
域
福
祉
（
活
動
）
計
画
策
定
（
改
定
）

推
進
協
議
会
」
講
師

「
令
和
６
年
度 

南
部
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会

 

研
修
会
」
の
実
践
報
告
会

「
令
和
６
年
度 

地
方
再
犯
防
止
計
画
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
講
師

この写真は、自主財源（社協会費、共同募金、
寄付金）を活用した事業の一部です。

わかたけ保育園より野菜の寄贈

安里支え合い委員会

中・高校生ボランティア研修会 地域貢献活動  年末清掃ボランティア

10本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



単位：円

単位：円単位：円

▪ 法人単位 貸借対照表 令和 7 年 3 月 31日 現在

資 産 の 部 負 債 の 部
勘定科目 当年度末 前年度末 増減 勘定科目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 14,434,085 19,585,682 △ 5,151,597 流動負債 14,479,828 18,788,248 △ 4,308,420
　現金預金 8,592,937 15,029,431 △ 6,436,494 　事業未払金 3,191,089 6,745,117 △ 3,554,028
　事業未収金 5,383,540 3,377,936 2,005,604 　未払費用 6,578,225 6,496,984 81,241
　未収金 22,525 21,835 690 　預り金 137,682 313,364 △ 175,682
　未収補助金 271,331 1,129,636 △ 858,305 　職員預り金 804,593 1,455,356 △ 650,763
　立替金 163,752 26,844 136,908 　賞与引当金 3,768,239 3,777,427 △ 9,188
固定資産 100,774,569 100,662,064 112,505 固定負債 53,700,410 49,656,950 4,043,460
　基本財産 2,000,000 2,000,000 0 　退職給付引当金 53,700,410 49,656,950 4,043,460
　　基本財産特定預金 2,000,000 2,000,000 0 負債の部合計 68,180,238 68,445,198 △ 264,960
　その他の固定資産 98,774,569 98,662,064 112,505 純資産の部
　　車輌運搬具 2 2 0 基本金 2,000,000 2,000,000 0
　　器具及び備品 13,932,573 17,804,778 △ 3,872,205 　基本金 2,000,000 2,000,000 0
　　ソフトウェア 0 24,750 △ 24,750 基金 30,466,584 30,466,584 0
　　たすけあい金庫貸付金 675,000 709,000 △ 34,000 　社会福祉基金 30,466,584 30,466,584 0
　　退職手当積立基金預け金 53,700,410 49,656,950 4,043,460 次期繰越活動増減差額 14,561,832 19,335,964 △ 4,774,132
　　社会福祉基金積立資産 30,466,584 30,466,584 0 　（うち当期活動増減差額） △ 4,774,132 9,768,671 △ 14,542,803

純資産の部合計 47,028,416 51,802,548 △ 4,774,132
資産の部合計 115,208,654 120,247,746 △ 5,039,092 負債及び純資産の部合計 115,208,654 120,247,746 △ 5,039,092

勘定科目 予算額 決算額 差異

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 5,154,000 5,016,500 137,500
寄附金収入 2,036,000 2,160,000 △ 124,000
経常経費補助金収入 71,465,000 70,608,822 856,178
受託金収入 84,934,000 73,596,079 11,337,921
貸付事業収入 100,000 280,000 △ 180,000
事業収入 120,000 207,930 △ 87,930
受取利息配当金収入 0 8,626 △ 8,626
その他の収入 0 149,673 △ 149,673

事業活動収入計（1） 163,809,000 152,027,630 11,781,370

支
出

人件費支出 122,040,000 113,884,797 8,155,203
事業費支出 31,267,000 25,413,792 5,853,208
事務費支出 6,502,000 6,264,132 237,868
貸付事業支出 800,000 246,000 554,000
助成金支出 2,586,000 2,586,000 0
負担金支出 205,000 204,764 236

事業活動支出計（2） 163,400,000 148,599,485 14,800,515

事業活動資金
収支差額（3）＝（1）−（2） 409,000 3,428,145 △ 3,019,145

収
入 施設整備等収入計（4） 0 0 0

支
出

固定資産取得支出 238,000 237,050 950
施設整備等支出計（5） 238,000 237,050 950

施設整備等資金
収支差額（6）＝（4）−（5） △ 238,000 △ 237,050 △ 950

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

サービス区分間繰入金収入 5,803,000 4,633,772 1,169,228
その他の活動収入計（7） 5,803,000 4,633,772 1,169,228

支
出

サービス区分間繰入金支出 5,803,000 4,633,772 1,169,228
その他の活動による支出 4,132,000 4,043,460 88,540
その他の活動支出計（8） 9,935,000 8,677,232 1,257,768

その他の活動資金
収支差額（9）＝（7）−（8） △ 4,132,000 △ 4,043,460 △ 88,540

予備費支出（10） 1,504,000 ― 1,467,000△ 37,000
当期資金収支差額

合計（11）＝（3）+（6）＋（9）−（10） △ 5,428,000 △ 852,365 △ 4,575,635

前期末支払資金残高（12） 5,428,000 4,574,861 853,139
当期末支払資金残高（11）+（12） 0 3,722,496 △ 3,722,496

勘定科目 当年度決算 前年度決算 増減

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

会費収益 5,016,500 5,171,400 △ 154,900
寄附金収益 2,160,000 2,564,550 △ 404,550
経常経費補助金収益 70,608,822 69,616,691 992,131
受託金収益 73,596,079 92,257,949 △ 18,661,870
事業収益 207,930 250,250 △ 42,320
その他の収益 0 48,530 △ 48,530

サービス活動収益計（1） 151,589,331 169,909,370 △ 18,320,039

費
用

人件費 117,919,069 117,438,957 480,112
事業費 25,413,792 32,065,352 △ 6,651,560
事務費 6,264,132 4,728,820 1,535,312
助成金費用 2,586,000 2,554,000 32,000
負担金費用 204,764 199,764 5,000
減価償却費 4,134,005 3,223,197 910,808

サービス活動費用計（2） 156,521,762 160,210,090 △ 3,688,328

サービス活動
増減差額（3）＝（1）−（2） △ 4,932,431 9,699,280 △ 14,631,711

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 8,626 891 7,735
その他のサービス活動外収益 149,673 68,500 81,173
サービス活動外収益計（4） 158,299 69,391 88,908

費
用 サービス活動外費用計（5） 0 0 0

サービス活動外
増減差額（6）＝（4）−（5） 158,299 69,391 88,908

経常増減差額（7）＝（3）＋（6） △ 4,774,132 9,768,671 △ 14,542,803
収
益 特別収益計（8） 0 0 0

費
用 特別費用計（9） 0 0 0

特別増減差額（10）＝（8）−（9） 0 0 0
当期活動

増減差額（11）＝（7）＋（10） △ 4,774,132 9,768,671 △ 14,542,803

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額（12） 19,335,964 8,567,293 10,768,671
当期末繰越活動
増減差額（13）＝（11）＋（12） 14,561,832 18,335,964 △ 3,774,132

基本金取崩額（14） 0 0 0
基金取崩額（15） 0 0 0
その他の積立金取崩額（16） 0 1,000,000 △ 1,000,000
その他の積立金積立額（17） 0 0 0
次期繰越活動増減差額（18）
＝（13）＋（14）（15）+（16）−（17） 14,561,832 19,335,964 △ 4,774,132

▪ 法人単位資金収支計算書
　（自）令和 6 年 4 月 1 日　（至）令和 7 年 3 月 31 日

▪ 法人単位事業活動計算書
　（自）令和 6 年 4 月 1 日　（至）令和 7 年 3 月 31 日

11 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



　八重瀬町民生委員児童委員連合会（会長 兼城和夫）は、
町内の小学校を訪問し学校と情報交換を行いました。こ
の会は、学校と地域が連携し子ども達が安心・安全に過
ごすことのできる地域を目指し開催しています。
　民生委員・児童委員は、日頃から登校時の見守りや声
掛けなど、子ども達を地域で見守る活動を行っており、
毎年、夏休みを前に学校と情報交換を行うことで支援体
制の充実を図っています。

新城小学校

東風平小学校

白川小学校

具志頭小学校

民生委員民生委員・・児童委員児童委員
小小学学校校とと情情報報交交換換会会

　令和７年度ボランティア活動推進校（園）連絡会を開催し
ました。
　今年度も町内保育園から高校までの 30 校（園）をボラン
ティア活動推進校に指定し、将来の八重瀬町を担う園児、児童、
生徒へボランティア活動や体験学習の提供を通じて自発性や
社会性が育まれていくことを目指し、共に生きる住みよいま
ちづくりの実現を目的とした活動を展開していきます。
　連絡会では八重瀬町ボランティアセンターの実績報告やボ
ランティア活動推進校助成金を活用した取り組みの紹介を行
いました。
　八重瀬社協では今年度もボランティア活動の普及啓発を
行っていきます。

　町社会福祉会館調理室にて、「チーム YAESE」の味噌作り教室が開催されました。本事業は、町民提案型「ま
ちづくり事業」食育の一環として実施され、東風平支え合い委員が講師を務め、19 名が参加しました。
　大豆、米麹、塩を材料に「煮る」「すりつぶす」「混ぜる」の工程をデモンストレーション形式で行われ、
最後に専用容器に入れて毎日混ぜる作業を繰り返して２ヵ月後に味噌が完成予定です。参加者一同、初めて
の味噌作りに興味津々で「美味しく出来上がりますように。」と期待を膨らませていました。

令和７年度 ボランティア活動推進校（園）連絡会

「東風平支え合い委員会」×「チームYAESE」
～食育活動のタイアップ～

6
　 20

金

連絡会の様子

7
　 23

水

12本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。



　地域の多様な人材との交流を通して、生き方、人
間性を学び共に支え合う福祉のまちづくりを目的
に「地域ボランティアから学ぼう！ものづくり教室」
を開催しました！

　今回は港川在住のものづくり名人・大城幸榮さんに講師を依頼し開
催しました。港川公民館でボランティアについて講話を行った後、大
城さん宅の作業場で竹水鉄砲の製作過程を見学・体験を行いました。
　参加した子どもたちからは「竹の水鉄砲は初めて見た」「使い終わっ
た島ぞうりや木の破片を再利用してすごいと思った」等の感想があり、
初めて見る事が多くとても真剣な様子で学んでくれました。

　中高校生ボランティア研修会を前年度に引き続き、障害者支援施設・太希おきなわ（字仲座）
で開催しました。普段、入ることのない施設の見学や当事者交流を行い、子どもたちに地域に
ある福祉施設や当事者の暮らしについて理解してもらい福祉の仕事について知ってもらう事が
目的です。

　太希おきなわには施設の紹介をしてもらい、生徒たちには施設内での当事者の就労（パン班、民芸班、何でも班）
の体験やレクをサポートしてもらいました。参加した生徒から「施設に初めて入った」「障害があってもできる事
はたくさんある」「施設のイメージが変わった」と感想もあり、当事者理解に繋がったと思います。

　小学生ボランティア体験会」を開催しました。体験会では社協職員による講話でボランティア
について学んだ後に、障害当事者である町身体障害者協会会員とのボッチャ交流を行いました。
　最初は緊張気味だった小学生の
皆さんも町身協会員に教えてもら
いながら、楽しく交流する姿が見
られました。

　参加した小学生からは「ボッチャはみんなで出来
るスポーツで楽しかった」「目の見えない人に鈴を
鳴らして位置を教えていてすごいと思った」「自分
が出来るボランティアについて考えたい」等の感想
があり、とても賑やかな交流会となりました。
　また、この日は運営のサポートとしてボランティ
ア団体「チーム YAESE」が体験会のサポートをして
くれました！

ものづくり教室ものづくり教室
～地域ボランティアからものづくりを学ぼう～～地域ボランティアからものづくりを学ぼう～

中高校生ボランティア研修会 in 太希おきなわ中高校生ボランティア研修会 in 太希おきなわ

小学生ボランティア体験会小学生ボランティア体験会 ～当事者とボッチャ交流をしよう～～当事者とボッチャ交流をしよう～

ワクワク、ドキドキ、ボランティアワクワク、ドキドキ、ボランティア
〜できることからはじめよう! 〜

太希おきなわ職員による施設紹介太希おきなわ職員による施設紹介 当事者とのレク交流当事者とのレク交流 当事者に教えてもらいながら こけしの色つけ当事者に教えてもらいながら こけしの色つけ
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ものづくり名人と記念撮影ものづくり名人と記念撮影
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じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根共同募金じぶんの町を良くするしくみ。赤い羽根共同募金
運動期間：令和7年10月1日〜令和8年3月31日

【募金種別：目安額】
●戸 別 募 金：世　帯　　500 円
●職 域 募 金：管理職　1,000 円以上

：一　般　　500 円以上
●個人大口募金：　　　　5,000 円以上
●法 人 募 金：　　　 10,000 円以上
●学校募金　●イベント募金　●募金箱

社会福祉法人 地域貢献活動

福 祉 教 育

　赤い羽根共同募金は、誰もが住みなれた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域の課題
解決に取り組む福祉活動やボランティア活動、地域活性化や福祉教育など「じぶんの町を良く
するしくみ」に役立てられており、毎年たくさんの方々のやさしさに支えられています。今年
度も 10 月１日より全国一斉に赤い羽根共同募金運動が展開されます。
　みなさまのあたたかいご協力をよろしくお願いいたします。

令和７年度 目標額

5,308,0005,308,000円円

町産の食材を町産の食材を
子どもたちへ子どもたちへ

「やさしいきもち」を「やさしいきもち」を
ありがとう。ありがとう。

　JA東風平支店の當山美智江支店長、JA具志
頭支店の大城善彦支店長が社協を訪れ、JA共済
の地域貢献活動として、お米やナス、ピーマン、
オクラを寄贈してくださいました。
　子どもの居場所事業を通して子どもたちのた
めに活用させていただきます。ご協力、本当に
ありがとうございます。

　わかたけ保育園より、園児たちが育てた野菜
（ピーマン、とうもろこし、オクラ）を寄贈していた
だきました。
　寄贈していただいた野菜は
早速、「みんなの居場所～こだ
わり食堂～」で活用しおいし
くいただきました。
　わかたけ保育園の皆様、「やさしいきもち」を
ありがとうございました。
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※借入額、据置期間、償還期間、貸付利子、保証人等についての詳細はお問い合わせください。

ご芳志誠にありがとうございます。この寄付金は、町内の福祉事業のため
有効に活用させていただきます。
紙面をかりて衷心より厚くお礼申し上げます。

寄 付
令和７年令和７年

6月1日〜7月31日

月　日 寄付者氏名（敬称略） 住　所 金　額 備　考
6 月 17 日 福地 トヨ 字玻名城 100,000 故夫　福地栄茂様の香典返しとして
7 月 3 日 東江 キク 字仲座 50,000 故夫　東江定次様の香典返しとして
7 月 9 日 金城 八重子 字宜次 30,000 故夫　金城靖昇様の香典返しとして
7 月 14 日 仲座 康敬 字小城 50,000 故妻　仲座芳子様の香典返しとして

7 月 17 日 沖縄県立 向陽高等学校
（３年４組） 61,603 向陽祭バザー収益を指定寄付

（子ども食堂）として
7 月 23 日 兼城 和夫 字安里 30,000 一般寄付として

7 月 30 日 沖縄県立 向陽高等学校
（２年２組） 43,153 向陽祭バザー収益を指定寄付

（子ども食堂）として
合　計 364,756

※掲載を希望されていない寄付者の方については、掲載しておりません。

生活福祉資金生活福祉資金ののご案内ご案内

　八重瀬町社会福祉協議会では低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯に対し、世帯の経済的自立
や在宅福祉・社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的とした貸付を
行っています。

　 生活福祉資金の貸付制度について

　 緊急小口資金等の特例貸付（コロナ時の貸付）について
　新型コロナウィルス感染症に伴い実施された「緊急小口資金等の特例貸付」については、令和５年
１月から順次返済が開始され、令和７年からは全ての資金（緊急小口資金、総合支援資金（初回、延
長、再貸付））が返済開始となっております。返済が困難な方は是非、下記へご相談ください。

※状況によっては、返済の免除手続き、猶予手続きが可能です。

資金の種類資金の種類

❶❶福祉資金福祉資金

❸❸総合支援資金総合支援資金

❷❷教育支援資金教育支援資金

❹❹不動産担保型生活資金不動産担保型生活資金

一時的に必要と
見込まれる経費を
貸し付ける資金

失業者世帯等に対して、就職
活動期間の貸付を行うことに
より自立が見込まれる世帯に
貸し付ける資金

低所得者世帯に対し、学校教育法に規
定する高等学校、大学または高等専門
学校に就学あるいは入学に際して必要
な経費として貸し付ける資金

不動産を担保として生活費を貸し
付ける資金

【問い合せ先】098-998-4000（代表）   専用携帯   
※ 17時15分以降は専用携帯電話へお問い合わせください。

080-9854-9061
080-9854-9062

15 本誌は、会費・寄付金・赤い羽根共同募金配分金などで作成されています。
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本文の主要部分には、見やすい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

八重瀬町
社会福祉協議会
インスタグラム

八重瀬町
社会福祉協議会
ホームページ
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今号では、地域のボランティア活動、そして子どもたちの研修の
姿を紹介しました。支える人・学ぶ人、それぞれの想いがつなが
ることで地域は強くなると思います。
皆さまのご協力に感謝するとともに、これからも一緒にボランティ
アの輪を広げていければと思います。

（担当：新垣）

令和令和 66 年度は年度は141141件件のの
寄付がありました。寄付がありました。
ご協力ありがとうございますご協力ありがとうございます!!

食品の寄付を受け付けています！

　フードドライブとは、ご家庭で余って
いる食品やお中元などの贈答品、つい買
いすぎてしまったものを募り、必要として
いる方に提供するボランティア活動です。
食品ロス削減にもつながります。
　２ヶ月以上賞味期限が残っている未開
封で常温保存可能な食品がありましたら、
ぜひお持ち寄りください。

　町社会福祉会館にてファミリーサポート会員や講座に関心
のある関係者を対象に「スキルアップ講座」を開催しました。
講師にピース代表 仲里実加さんをお招きし、「発達が気にな
るこどもの運動遊びを通した関り方」をテーマにこどもの遊
びが心身の成長に与える大切さについて学びました。実際に
風船や竹ひごを使った遊びを教えてもらい、終始楽しい講義
となりました。

　参加者からは「こどもの可能性を引き出す環境を作る事の
大切さを学びました。」などの感想を頂きました。八重瀬町
ファミリーサポートセンターでは今後も継続して会員のスキ
ルアップや会員同士の交流や子育てサポート会員の養成に向
けた講座を開催していきます。

  いただきたい食品  
お米・缶詰類・レトルト食品
インスタント食品・飲料など

フードドライブに
ご協力ください
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  UUP!P!令和令和77年度  フ年度  ファァミミササポポ スキルアップ講座スキルアップ講座

座 学座 学

風船バレー風船バレー

発達が気になるこどもの
運動遊びを通した関り方

令和７年度

子育てサポ子育てサポーート会員養成講座ト会員養成講座

受講者募集案内受講者募集案内

　子育てサポーター（有償ボランティア）を養成する
講座です。全日程（５日間）の講座を修了後、子育
てサポーターとして地域で活動出来ます。
　活動に興味がある方、養成講座を受講してサポー
ト会員になりませんか？

送迎のみサポート会員も募集中です！
送迎サポート会員は一部講座の受講が必要になります。

送迎サポート会員
定員は５名まで（受付は電話のみ）

八重瀬町ファミリー・サポート・センター
098-998-4000（社協代表番号）
090-6867-7587（ファミサポ専用）

受付時間（電話のみ）　月曜日～金曜日
9：00～17：00（祝祭日を除く）
詳しくは、ホームページをご覧ください。

令和 7年 9月 1日（月）
　 ～令和 7年 9月 30日（火）

申込
期間
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